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令和６年１０月２３日 

                         （２０２４年） 

保護者の皆さまへ 

                         吹田市立山田東中学校 

                         校 長  山 口  廣 治 

 

令和６年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

 平素より、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき誠にありがとうござ

います。 

本年度、３年生を対象として「令和６年度全国学力・学習状況調査」を実施

し、９月上旬に個人ごとの結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施

した調査結果の概要を吹田市のホームページを通じて公表しております。 

 この調査は中学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語・数

学に限られております。また、測定されたものは学力の一部であり、学校にお

ける教育活動の一側面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によって得

られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいで

あると考えています。 

 対象となった３年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進め

るとともに、個々の課題に応じて学力向上につながる具体的な指導方法の工夫

改善を、学校全体として図ってまいります。各ご家庭におかれましても、以下

の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針として、参考にしていただきます

ようお願いいたします。 

 

１ 教科に関する調査結果の分析 

【国語】 

《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

言葉の特徴や使い方に関する事項 

   設問の数は３つ。２つの設問の正答率は全国値をやや上回っていたが、

短歌での表現技法を問う設問の正答率は全国値を下回った。 

 

情報の扱い方に関する事項 

  設問の数は２つ。「フィルターバブル現象の資料」と「話し合いの一部」

という資料を読みとる出題において、正答率は全国値を上回った。また、

「説明文」を読み取った情報から関係性を見出す出題でも正答率が全国値

を上回った。 

 

我が国の言語文化に関する事項 

   設問の数は１つ。内容は書写の出題。正答率は全国値を上回った。継続

的に各学年において書写の指導を行っていきたい。 
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 話すこと・聞くこと 

   設問の数は３つ。平均正答率は全国値とほぼ同じである。「話し合いの

一部」での会話から、資料の内容として適切な部分を見つけ出す出題にお

いては、正答率が全国値を上回った。しかし、会話が何を説明しているか

についての出題と読み取った内容について自分の考えを問う出題では、

正答率が全国値をやや下回っていた。 

今後は説明文等の資料からデータが何を示すものなのか、また筆者が何を

伝えたいのかを読み取る推察力・思考力の育成を図りたい。 

 

 書くこと 

       設問の数は２つ。２つとも記述式の出題形式で、正答率は全国値を上回

っており、無回答率は全国値を下回っていた。 

 

 読むこと 

  設問の数は４つ。全ての出題で正答率が全国値を上回っていた。 

今後も、場面や描写をもとに内容を理解できるように指導を行ってい

きたい。 

 

    ●国語における成果と今後の改善点について 

全体の平均正答率においては全国値をやや上回る結果であった。し

かしながら、資料・データから読み取る設問や全体の内容を把握し

、自身の考えや意見をまとめ表現する設問においてやや正答率が低

い傾向にあったので、これらの出題においても正しく解答できるよ

う、思考力・判断力・表現力の育成に今後一層取り組んでいきたい

。 

 

 

【数学】 

《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

すべての領域において平均正答率は全国値を上回る結果であった

が、「データの活用の領域」における１問の出題においては全国値を下

回った。また、同出題では無回答率も高く、全国値を上回っており本校

の課題といえる。 

 

数と式  

５つの設問のすべて正答率が全国値を上回る結果であったが、その内

の記述形式の出題(１問)で無回答率が全国値を上回った。 
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図形  

３つのすべての設問について全国値を上回る結果であった。特に知識

・技能の観点における出題では正答率が高かったが、思考・判断・表

現の観点の「証明をする」出題で正答率も高いが、無回答率も高い結

果であった。 

 

関数  

４つすべての設問について全国値を上回る結果であった。グラフや説

明文から判断して説明をする問題においての正答率は全国値を上回っ

ていたが、他の設問と比べると低い正答率であった。 

 

データの活用  

４つの設問の平均正答率は全国値よりやや上回ったが、１つの設問『箱

ひげ図から分布の特徴を読み取る』についての正答率が全国値を下回る

結果であった。 

 

  ●数学における成果と今後の改善点について 

計算力や図形の面積や体積等を導き出す能力の向上には成果が見

られる。今後も授業において普段の生活の中にある数学的な現象等

に興味・関心が一層向くような工夫を実践していく。 

また、日常に溢れているデータや資料からどういったことが読み

取れるのか、分析する意欲や実践力に課題が見られた。読み解いて

いくうえでどのような視点が必要となるのかを、授業内で取り入れ

展開していく必要がある。記述形式の出題にも課題が見られたので

、意見を述べたり、自分の考えをまとめたり、説明する機会をつく

り、こうした出題に対して意欲的に取り組める態度や説明する力を

養っていきたい。 

 

  

      

２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 

【学習環境・生活環境について】 

  本校では、朝食の摂取・起床・睡眠といった生活リズムに関する項目は全

国値とほぼ同じ結果であった。日々のご家庭でのお声がけ等の成果ではと

思われる。「学校の授業以外に平日どれくらいの時間勉強しているか」「土

曜日・日曜日などの学校が休みの日にどのくらい勉強していますか」の質

問に対し『２時間(３時間)以上勉強している』の回答が全国値を上回ってい

る。生活リズムの中に「学習する」ことの定着が見受けられる。  

 

【教科・学習について】 

  「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。」「人が困って

いる時は、進んで助けていますか」の質問項目では、約 9 割以上の肯定的

な回答で、全国値を上回っていた。道徳の授業等を通しての指導が浸透し
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てきていると感じる。今以上に自尊感情の醸成、社会に貢献する態度、い

じめの予防授業の強化・浸透を図っていきたい。 

教科については、「国語（数学）の授業の内容はよく分かりますか」の質問

項目は全国値を上回っていたが、「国語（数学・理科）の勉強は好きです

か」の質問項目では全国値をやや下回った。内容を丁寧に指導していくこ

とは大切であるが、生徒たちにそれぞれの教科の特性を生かし興味関心を

引き出す指導を心がけていく。 

 

３ 今後の取り組み 

本校では、今年度『授業の構造を作る発問づくりをもとにした授業力の向

上」をテーマとして授業力の向上に取り組んでいます。1 学期に１回、２学

期以降に２回の校内研究授業を実施し、教師間での意見交流を通して自身

の授業を振り返ったり、指導方法を改善したりすることで、生徒たちの興味

関心や、学ぶ意欲を高める授業づくりを進めてまいります。  

現在、子どもたちは落ち着いた態度で学習に取り組んでおり、生活リズム

も整ってきております。これも保護者の皆様のご協力のお陰であり、心より

感謝申し上げます。生徒の自立と幅広い学習の機会をつくるため、今後もご

支援・ご協力をお願いいたします。 


